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下大和田谷津田（猿橋地区）の開発計画について④ 

～千葉市環境影響評価審査会～ 

ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 副代表 小田 信治 

令和５年度第２回千葉市環境影響評価審査会が

開催され、傍聴しましたので報告します。 

なお、第 1回審査会は 6 月 1日に緑区役所 5 階

会議室で開催されました。 

 

【千葉市環境影響評価審査会の概要】 

日時：2023 年７月 20 日（木）13:00～14:50 

場所：千葉市総合保健医療センター５階会議室 

出席者：審査委員 12 名（委員数 18 名） 

千葉市環境保全課（事務局） 

事業者関係（美樹観光㈱浅川社長他） 

傍聴席：当会より 網代、高橋、小田 

その他 女性１名 

議事： 

・第 1回審査会委員意見に対する事業者見解 

・委員から追加意見に対する事業者見解 

・事業者による方法書説明会での意見に対する質疑

応答の概要 

・方法書に対する住民意見の概要 

・対象事業の修正内容 

 

【委員からの主な質疑・意見等】 

 審査委員は環境に係わる有識者により構成され

ており、大学等の研究機関から千葉市が委嘱してい

ます。各委員の専門に係わる内容について質疑・意

見等がされますが、本件では自然環境や生物多様性

に係わる質疑・意見が多く出されました。 

 特に印象的だったのは、水質を専門にされている

千葉大学教授から、「住民意見をみると、開発計画

地は生物多様性上重要な里山であり、保全すべきと

かなり専門的な市民が述べている。生物多様性は世

界的な重要課題であるが、日本は温暖化対策でも石

炭火力を止めないし、里山でも開発をやっている。

本件はコストの問題ではなく、倫理の問題である。

千葉県、千葉市が土地を買い上げることも検討すべ

きではないか。」 

審査会の議事録は、千葉市 HP で公開されますの

で、詳細はそこをご覧下さい。 

前回の審査会では、谷津田の湧水調査が必要との

指摘がありましたが、事業者からボーリングによる

地下水調査を実施することが示されました。 

 

【対象事業の変更】 

方法書には無かった中野ＩＣと接続する幹線道

路が新たに配置されて、対象事業の変更が事業者か

ら示されました（図-1）。鹿島川と並行して、千葉

東金道路の手前で県道 131 号と接続しています。こ

れにより、面積は約 2ha 増えて 76.3ha になり、調

査範囲も拡大しています。 

幹線道路の箇所は農振農用地に指定されており、

土地の確保は未定のようです。 

 

 

【次回審査会】 

 第 3回審査会は、8月 25 日（金）に開催され、千

葉市長意見の基になる答申案が審議されます。これ

により、開発計画と環境アセスの方向性が決まると

言っても過言ではありませ

ん。開発による土地改変を

減じて、谷津田を保全すべ

きとの市長意見を期待した

いと思います。 

【審査会の情報について】 

 審査会で配布された資料

や議事録は千葉市 HP で公開されています。ぜひ、

ご覧下さい。 
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図-1 土地利用の変更 
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下大和田「キノコの観察と分類」夏 に参加して 
八街市 内野 雅子  

７月２日、いつも生き物の観察会をしている下大

和田の谷津田周辺で、県立中央博物館の吹春俊光先

生を講師にお迎えして、私にとっては初めてのキノ

コの観察会に参加させていただきました。 
午前中は森をまわり、参加者が見つけたキノコを

まずはその場で、環境や特徴などから名前を教えて

いただきながら紙袋に採集していきました。 

これこそキノコという感じの代表的なベニタケの

仲間に始まり、クヌギレストランで変わりもののキ

ヌオオフクロタケを見つけたり、珍品のアオミドリ

タマゴテングタケに出会ったり、冬虫夏草のクモタ

ケを見つけた人もいて、皆足もとに目をこらしつつ

の興味深い観察会になりました。 
午後はみんなで集めたキノコを、先生が用意され

た「顕微鏡をつかわない、やわらかいきのこのわけ

かた」の資料に沿って順に解説していただきました。 
キノコは名前のついていないものの方が多いとの

こと。それでもたくさんの名前を知ることができま

した。 
ベニタケ属、チチタケ属、ウスヒラタケ、ダイダ

イガサ、ハナオチバタケ、アシグロホウライタケ、

テングタケダマシ、アオミドリタマゴテングタケ、

キヌオオフクロタケ、アセタケ属、チャツムタケ、

スミゾメヤマイグチ、アラゲキクラゲ、シロキクラ

ゲ、ヒメムキタケ属、ウロコタケの仲間、スジウチ

ワタケモドキ？、クモタケ、チリメンタケ、ヒイロ

タケ、ツヤウチワ

タケ、ヒナアンズ

タケ、クロコブタ

ケなど。 
植物の根のま

わりに菌根を作

る外生菌と内側

に入り込む内生

菌のことや、キノ

コの菌と植物の

共生関係が思っていたより菌に頼るもので、特に野

生のランは栄養やミネラルを菌にかなり依存して

いるから移植が難しいこと。また、木材腐朽菌のシ

イタケはリグニンを先に分解するからセルロース

が残って木材が白く枯れていくことやスーパーで

買える食べられるキノコに関わる様々な話、ナラ枯

れとともにカエンタケが広がること、ワライタケの

話などなど、胞子紋やつばやつぼの有る無しなどの

キノコの見分け方の情報とともにいろいろなこぼ

れ話を聞くことができてたいへん面白く、楽しい学

びの時間でした。 
生物多様性の一助ともなっている菌の一時期の姿

にすぎないキノコですが、この森の環境の良さを表

してくれているようで、これからも様々なキノコに

出会えそうです。10 月１日の秋のキノコ観察会を今

から楽しみにしています。 

                       

  

お米にまつわるミャンマーの話 第９回 

～ミャンマー式お誕生日の祝い方～ 前編 
千葉市若葉区 岩沢 久美子 

先日、押し入れの荷物を整理していたら、娘がミ

ャンマーの幼稚園で描いた２枚の絵が出てきまし

た。２枚とも雨の日の高層ビル（おそらく当時住ん

でいたマンション）の絵で先生が書いてくれた手書

きのタイトルで「My house in the rainy season（雨

期の私の家）」とありました。ミャンマーでは５月

から９月頃が雨期となり、時には大雨が何日も続く

こともあります。２枚も連続で雨の絵を描くとは、

娘の眼にもミャンマーの雨期は非常に印象深かっ

たようです。そんな娘は８月生まれで、誕生日は雨

期の真っただ中です。今回は、娘の誕生日の思い出

をお話したいと思います。 

ミャンマーでは何かお祝い事があると、祝い事が

あった本人が皆のために祝いの席を設けるのが普

通です。職場ではミャンマー人の同僚が自分の誕生

日に事務所員全員分の朝ご飯やランチを振舞うこ

とがよくありました。日本では自分で誕生日のお祝

いをするというのは少し不思議な感じがするかも

講師の吹春さん（右奥）の解説でクヌギに生えたキノコを観察

珍しい キヌオオフクロタケ 



しれませんが、少なくとも私が過去に住んだミャン

マーや中東地域では、祝い事の当事者本人が職場等

でお祝いを振舞うのが一般的で、むしろ世界的には

このスタイルが主流なのかもしれません。とりわけ、

人との関係を大切にするミャンマーの文化を考え

ると、祝い事の際、日ごろお世話になっている方々

に料理等を振舞って、感謝の気持ちと「幸せのお裾

分け」をするという感覚はとてもよく理解できます。 

子供の場合も同様に、誕生日には先生やクラスメ

ートにケーキやお菓子を振舞います。娘の場合、ま

ず学校に 50 センチ四方に及ぶ巨大なケーキを持っ

ていき、クラスのお友達や先生とお祝いしていまし

た。家では使用人や学校外の仲の良いお友達を呼ん

でレストランでパーティーを行い、さらにいつも優

しくしてくれているマンションの受付やプレイル

ームのお姉さん等のためにケーキを振舞いと、誕生

日の度に何度もお祝いをしていました。お祝いをす

る度に、使用人やお友達からもたくさんのプレゼン

トをもらいます。日ごろお世話になっている方々に

お祝いを振舞う機会があるのはとても良いことで

すが、それにしてもあまりに派手な祝い方をする中

で、このような大量消費がこの国で正しい誕生日の

祝い方なのか、誕生日のたびにもやもやと疑問を感

じていました。また、いただくプレゼントの多くが

プラスチック製のおもちゃなのも、環境に悪くて嫌

だなとも感じていました。 

そのような誕生日を２年ほど経験した３年目の

娘の誕生日の前、その年の誕生日の準備についてナ

ニーのパオパオと話しあっていた際、今まで感じて

いた疑問ともっと意味ある祝い方がないかを相談

してみました。すると「パーティーの代わりに寄付

をする」というアイデアを提案されました。ミャン

マー人は世界で最も良く寄付をする国民という調

査結果があるほど、ミャンマーでは寄付文化の根付

います。そのため、お祝いの際に寺院や福祉施設等

へ寄付をすることがよくあるそうです。 

社会福祉が未発達なミャンマーでは多くの私営の

孤児院や老人ホーム等の福祉施設があります。それ

らの施設の多くはほぼ寄付だけで運営が賄われて

います。多くは仏教寺院や教会など宗教施設に併設

されており、この国ではこうした宗教団体が社会保

障を担っているのです。      （つづく） 

 

 

副代表に就任して 
東京都江東区 小田 信治 

7 月開催の運営委員会において、副代表のご指名をいただき、就任いたしました。 

ちば環境情報センターには 2002 年の秋に入会しましたので、21 年になります。下大

和田の谷津田では、娘と息子も稲作や自然体験ではたいへんお世話になりました。仕

事の関係で、環境アセスメントに係わってきましたので、その経験を活かして、千葉

市アセス条例で手続き中の「千葉市緑区下大和田町開発計画」に対する問題解決と谷

津田の保全に向けて、小西代表を補佐していく所存です。よろしくお願いいたします。 

 

 

新浜の話６６ ～ 再整備事業第一期 ～    

千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子

1995 年 12 月１日からスタートした行徳内陸性湿

地再整備事業。最初に行われたのは、私たちがあら

かじめつけておいた輪郭線を目途に、大型ブルドー

ザーを用いて、表面の植生をざっくりとはがすこと

でした。おおむね地表の位置にブレードを合わせ、

豪快に押して行きます。ほんの数日で、１万平方メ

ートル近く、池の形にはぎとられた裸の地面ができ

ました。周囲にははがされた植物と土砂の山ができ

ます。池の造成はこれまでと同じで、予定の深さま

でブルドーザーで土を押して掘り下げ、大型ユンボ

―（バックホウ）とブルドーザーで周辺の土手を仕

上げます。10 日ほどで池の形ができました。犠牲に

なった生きものも多々いたことでしょう。裸地にな

った現場にはカラスが集まって、お葬式をしてくれ

ました。 

孤児院を運営する牧師夫婦。前にあるのは雨傘やノートなどの

文房具の贈り物 



 

池（現在の百合池と三島池）の概略造成に続き、観察舎前の流堤上に

砂と砂利を敷く作業が行われました。行徳と南行徳の漁港から貝殻を集

めてきて、仕上げにまく作業も 1月なかばにはだいたい終わり、海に岬

を突き出す工事の基礎に時間がかかっていました。電柱ほどの丸太が

楽々と刺さって埋まってしまうほどの軟弱地盤。工事用通路を確保する

ために、ダンプに何十台分ものコンクリートガラなどが運ばれました。

１ｍ四方くらいの大きなものもあり、鉄筋が入ったままのガラを基礎に

敷き詰めてゆきます。下北岬の形を作るために、こうしたガラが基礎に

積まれましたが、積むそばから沈んでしまうことも多かったようです。

今も使われている管理通路もコンクリートガラが基礎。ちなみに、観察

舎裏手の福栄４丁目のわが家のまん前で、つい２，３年前に持主の方が

引っ越され、住宅が解体されて更地になる工事がありました。この時に

も同様のコンクリートガラが土中から出てきていました。ここは 1970

年ころまでは丸浜養魚場という広い養魚池でしたから、埋立や宅地造成

に建設残土が使われていたわけです。 

もともとあった岬の形をもとに、だいたいの基礎ができたところで、

10 ㎝くらいの大きな石が敷かれ、その上に砕石（いわゆる割栗）がか

ぶせられて、下北岬ができました。同じ方法で隣の上北岬も造成されま

したが、上北岬は規模は小さいながら海に突き出す埋め立て工事であっ

た上、水深が急に深くなる場所だったので、工事はいっそうたいへんだ

ったようです。 

二面の新しい池は、雨水や浸出水で薄く水がついていました。ポンプ

や電気工事は翌年の二期工事で行われるため、揚水は当分先になります。

後に三島池と呼ばれる池の中央に小さな島を三つ作っておいてもらい

ました。この島で、セイタカシギが巣を作り、ヒナをかえしてくれまし

た。数年ぶりの快挙です。百合が浜寄りのもう一つの池は、チガヤが茂

った部分を大きく掘り残して島にしてもらいました。後に故森田昭次さ

んが橋をかけてくださり、秘境探検をしたものです。 

導流堤に敷いた砂と貝殻は、いかにもコアジサシが好みそうな見た目

でした。しかし、もともとコアジサシが降りたことがない場所。５ｍと

いう幅が狭いのか、建物に近いからか。粘土でいくつもデコイを作って

置いたのですが、カラスが喜んで持って行ってしまいました。マイクで

コアジサシの声を流してみたところ、一度だけ、数羽が舞い下りました。

それでおしまい。 

２カ所の岬はというと、下北岬の付け根でコアジサシが営巣し、親鳥

の警戒のようすからみて、ヒナをかえすところまでは行ったようです。

20 年ぶりの快挙！しかしヒナの姿が確認できないまま、ふ化後２，３

日でいなくなってしまいました。 

 

  
 

 

 

 

 

あなたも入会しませんか        キリトリセン 
住所〒                              
ふりがな

氏名                     Tel          

E-mail                   FAX         

 

【発送お手伝いのお願い】ニュースレター2023年 ９月号（第３１３号）の発送を ９月 ８日（金）

１0時から千葉市民活動支援センター会議室（千葉市中央区中央２-５-１ 千葉中央ツインビル２号館９階)

にて おこなう予定です。ただし新型コロナ感染の拡大状況によっては中止する場合もありますので、お手

伝いいただける方は事務局 （小西 090-7941-7655）までご連絡ください。 

編集後記：全国的に猛暑が続いています。千葉県

でも 7 月 19 日、茂原市と市原市牛久で 37．2℃を

観測し、全国の観測地点で最も高い気温となりま

した。高温と小雨による生きものたちへの影響が

懸念されます。そんな中でも下大和田の谷津田

は 豊かな湧水が流れ、生命を育んでいます。この

生物多様性豊かな宝の地を、こどもたちに残して

いきたいと願わずにはいられません。mud-skipper

ＮＰＯ法人ちば環境情報センターのニュースレターとイベント情報は、リサイクルペーパーを使用しています。  
会費の郵便振替口座は 00130-3-369499 です。 
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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年 ８月 No.258 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 282 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 「キノコの観察と分類」夏  

2023 年 ７月 ２日（日）晴れ  報告：田中正彦 

今回は、千葉県生物学会調査研究部との共同開催でした。千葉県

立中央博物館の吹春俊光さんをお迎えして、初心者にもわかりやす

いように、キノコ観察の基本を学びました。いつもより 15 分遅い

10：00 に集合し、最初、初めて下大和田に来た人のために谷津田を

巡り、メダカやトチカガミなどを観察しました。その後森に入って

キノコを見つけて採取しました。 

昼食後、採取したキノコについて吹春さんが種類や生態系での役

割などを解説し、14:30 に終了しました。中でも興味深かったのは、

キノコと植物の共生の話で、菌根菌無しでは生きられない植物もたくさんあることを知りました。ま

た、珍しいキヌオオフクロタケやクモタケなども見つかり、大変有意義なキノコ勉強会となりました。

なお、10 月 1 日には「キノコの観察と分類」秋を実施する予定です。 
参加者２１名（大人１６名、学生２名、高校生 1 名、中学生 1 名、小学生 1 名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
森と水辺の手入れ「水路の草刈り」  2023 年 ７月１６日 晴れ               報告：平沼勝男  
猛暑日の予想の為、開始時間を早め８時 30 分にしました。終了は 10 時です。こ

の時間の変更は大正解でした。比較的に過ごしやすい時間帯に作業ができました。 
この日の作業は翌週の７月 22 日「夏休み特別企画 川遊びの会」の下準備です。

刈払機でザリガニ釣りの会場と川に入り魚とりをする場所の草刈り、川の中のアシ

刈り、森の手入れでした。作業終了時には大変な暑さとなっていました。途中、来

ていただいた川遊びの会に参加される幼稚園の関係者２名様と打ち合わせをするこ

とができました。全ての作業終了後、涼しい盛の中で楽しい歓談もありました。 
参加者９名（大人７名、小学生２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
お楽しみ会「夏休み特別企画 川遊びの会」 2023 年 ７月２２日 晴れ     報告：平沼勝男 
多くの子ども達に谷津田の自然を知ってもらいたい。川遊びの楽しさを体験して

もらいたい。そんなスタッフの想いで始まったのが「夏休み特別企画 川遊びの会」

です。昨年から我々のホームグラウンドである下大和田谷津田で開催しています。

今年はお米づくりの参加者に加えて、やひろ学園（幼稚園）の園児とご家族が来て

くれました。集まった人たちを最初に川に入って魚とりをするグループと、ザリガ

ニ釣りをするグループとに分けました。後半に両者は入れ替わります。 
ザリガニ釣りは森に自生するシノダケを切るところから始まります。お手製の釣

り竿でます。サキイカを餌に、下流域の方へスタッフに導かれてい向かいました。

40 分後に結構な量のザリガニを釣り上げて帰って来ました。 
その上流域では、スタッフから魚の捕りのレクチャーを受けた後、たも網を手に

家族単位で川に入りました。湧き水の小川なので入るとても気持ちがいいです。お

子さんも親御さんたちも夢中になって魚とりをしていました。ザリガニの他に捕れ

た生き物は、ドジョウ、ホトケドジョウ、シマドジョウ、タモロコ、ギンフナ、ス

ジエビ、ヌマエビ、ミナミメダカ、ヤゴ各種、等です。中にはちょっと珍しい水

棲昆虫もいました。終了後、スタッフからその日に捕れた生き物たちの説明があ

りました。子供たちは熱心に聴いていました。 
最後は恒例の谷津田レストランです。自分たちで捕ったばかりの「塩ゆでザリ

ガニ」を味わいました。真っ赤になったザリガニの姿とその味は、川遊びと共に

子どもたちの一生の思い出になったのではないでしょうか。 
参加者５８名（１４ファミリー４５人、スタッフ１３人） 

 



＜小山町での活動＞  

☆第 217 回 小山町 YPP「畦と水路の整備」他 報告：赤シャツ親父 
今期は７月１日より小山町方々の田畑にイノシシが出現し被害が広がりました。YPP の田んぼの畦も広範に壊さ

れたため、当日は畦の修復とともにイノシシの侵入対策に充てました。鴨対策のためキラキラテープを張っていた

田んぼの被害が軽微であったため、進入路と思われる場所にキラキラテープで結界を張りました。子どもたちの自

然観察コースの畦と水路が整い、かつてあった小池も復活。ビオトープの進化が楽しみです。 (参加 大人４名) 

☆７月期の活動「山の整備とイノシシ対策他」 報告：赤シャツ親父 
 27 日に有志による山の整備を行ないました。枯れ竹、アオキ等の低木の伐採、おだに用いる成熟した竹の切り出

しの後、８月に予定している小学校田んぼの案山子づくり用部材の整備・確認等を行いました。また、７月初旬よ

り目立ってきているイノシシ被害は、生物の存在密度の高い特定の畦を好んで狙って来る傾向が見受けられ、迅速

な修復作業とともに、キラキラ結界の追加、網を張るなど進入路をつぶす対策も拡張。知恵比べが続いています。 

☆令和５年度期 小学校田んぼ草取り作業  報告：たんぽぽ 

 大椎小は６月 29 日、あすみ小は７月５日に各小学校田んぼの草取り作業が行われました。今期の梅雨は雨が少な

く、６月下旬からは連日真夏日であったため、全体にかかる時間を短縮する措置をとりました。子どもたちは見違

える程育った稲に驚きながらも、暑さに負けず明るく元気に、田んぼボランティアの保護者の方々も子どもたちに

負けずにパワフルに、みんなで作業に臨み、たちまち田んぼがきれいになりました。豊作になってほしいと祈るば

かりです。 

【谷津田・季節のたより】 2023 年 ７月 

＜下大和田町＞  

7/16 サンコウチョウのさえずりを聞く。ヒクイナの声が谷津田から休みなく聞こえる。 
＜小 山 町＞  
7/03 畑にキジが卵 9 個温める姿を発見(たんぽぽ)，7/05 ヤマユリ開花(高山)，7/22～ タマムシ頻出(たん

ぽぽ)，7/28 コジュケイ親子、7/29 キジ親子、現れる(たんぽぽ) 

・セミの初鳴き   報告：たんぽぽ,赤シャツ親父,高山 

 ニイニイゼミ(7/5),夕方ヒグラシ(7/8),クマゼミ(7/16),朝ヒグラシ(7/21),アブラゼミ(7/22),ミンミ

ンゼミ(7/23),ツクツクボウシ(7/27) 

・稲の出穂開花状況  報告：たんぽぽ 

 コシヒカリ・大椎小田んぼ(7/12)を先駆けに 14 日にかけて各田一斉に出穂開花、黒米・日出穂開花(7/13） 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・森と水辺の手入れ 

※８月はお休みです 

・第 294 回 下大和田ＹＰＰ「コシヒカリの稲刈り」 
日 時：2023 年 ９月 ２日（土） ９時 45 分～１４時 ※雨天などの場合は翌３日（日）に実施 

持ち物：長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物 
参加費：ちば環境情報センター会員以外 300 円、会員は無料（小学生以上） 

・第 284 回 観察会とゴミ拾い 「盛夏の谷津散策」 

日 時：2023 年 ９月 ３日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：秋の花が咲き始め、赤とんぼも色付く頃です。トンボの調査をしながら谷津を巡ります 

持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
午後も活動する方は弁当、敷物 参加費：100 円 

・第 295 回 下大和田ＹＰＰ「コシヒカリの脱穀」 

日 時：2023 年 ９月１６日（土） ９時 45 分～１５時 ※雨天などの場合は翌 17 日（日）に実施 
持ち物：長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物 
参加費：ちば環境情報センター会員以外 300 円（小学生以上）、会員は無料（小学生以上） 
＜小山町谷津田＞ 

▼８月期 小山町 YPP「お盆休み」 
８月期の小山町 YPP の活動はお休みとします。なお、個人的な作業につましても、小山町の習わしに従いお盆期

間中(8/13～16 日)は休止とします。 

※ 小山町の谷津田にご興味のある方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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